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・ 問い合わせ　環境課 ごみ減量推進係 （☎内線361・362）

出典：消費者庁
啓発用パンフレット／基礎編
（令和元年10月版）を加工して作成
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― 使い切る ― P8

Reuse
― 必要な人へ ― P9

Recycle
― 資源へ利用 ― P8〜9

整理された冷蔵庫

食品などを必要とする人へ
配布する「こどもみらい」の皆さん

生ごみを
たい肥にするコンポスト

食べられるのに捨てられている食品のこと。

日本では、年間522万トン（令和2年度推計値）以上の食品ロス

が発生しています。

食品ロスの中には、手付かずの状態で捨てられている食品もあ

ります。

このように食品ロスとは？なぜ食品ロスが発生するのか？を多

くの人に知ってもらうことが食品ロス削減につながります。

食品ロスとは？

日本の食品ロス量 年間522万トンのうち、247万トンは家庭

から発生しています。

日本人一人当たりに換算すると、年間約50kg、毎日お茶碗約

１杯分（約140g）の食べものを捨てている計算になります。

食品ロス削減のためには、家庭での取り組みが重要です。

食品ロスの約半分は家庭から

陸上全国大会で３位入賞！

　８月20日㈯に横浜市の日産スタジアムで開催された日清食品

カップ全国小学生陸上競技交流大会６年女子１００ｍ走で、福岡

県代表で出場した太宰府南小６年生の今村好花さんが見事３位

入賞を果たしました。

　市役所に大会の報告に訪れた今村さんは目を輝かせ、「自分に

足りないところを一生懸命練習してタイムを縮めたい。世界のトッ

プ選手と競える選手になりたい」と抱負を語ってくれました。

　楠田市長は「これからも練習を頑張って、ぜひ太宰府の地から

世界に羽ばたく人材になっていただきたい」と、未来のトップアス

リートへエールを送りました。 賞状を手にする今村さん

小学生の活躍

いま むら この  か

高校生チャレンジ応援プロジェクト2022で採択

　福岡農業高校３年生の伊東風花さんが福岡県の「高校生チャ

レンジ応援プロジェクト2022」で見事採択され、考案したプロジェ

クトに最大50万円の予算が補助されます。

　伊藤さんは、ドイツなどで実践されている事例を参考に、市民

と生活困窮者が冷蔵庫を使って余剰物資を融通し合うシステム

に着目しました。市内で冷蔵庫を調達し、物資を集める試みを行

うことを考え、今回のチャレンジをしました。

　伊藤さんは以前「子ども・学生未来会議」に参加した縁で今回

楠田市長にも事前に相談の手紙を送るなど積極的に準備を重

ね、採択の喜びを報告してくれました。 結果通知を見せる伊東さん（左）

高校生の活躍

い　とう ふう　か

青年経営者の主張福岡県大会で県連会長賞を受賞

　太宰府市商工会青年部の辻駒弥聖さんが、７月15日㈮に開催

された福岡県商工会青年部連合会主催の令和４年度青年経営者

の主張福岡県大会に出場し、見事、県連会長賞を受賞しました。

　辻駒さんは、「『まほろばを愛して』～ご縁は無限大～」という

テーマで、人と人とのつながりを大事に、地域を思い活動するこ

との大切さをメッセージとして伝えました。

　この取り組みは、リーダーとしての意識の高揚をはじめ、若手

経営者・後継者の資質向上を図り、地域活性化に資することを目

的として毎年開催されています。
受賞報告をする辻駒さんと商工会青年部の皆さん

事業者の活躍

つじこま ひろとし

まちのトピ クスッ
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　家庭で使いきれない未開封の食品を持ち寄り、まとめてフードバンク団体

や地域の福祉施設・団体に寄贈しています。食品ロスを減らす効果のほか、

生活が困難な人を支援することへ繋がると期待されています。

　生ごみを減らし、たい肥（資源）に変えることができるダンボールコンポス

トに取り組んでみませんか。

出典：消費者庁
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必要な人へ

過去に受講しました

みんなで持ち寄ろうフードドライブ

食品ロスを出さない生ごみはダンボールコンポストで資源へ

Ｈｏｗ ｔｏ？学ぼう！　ダンボールコンポスト講座

■日時　10月27日㈭午後２時～３時30分

■場所　太宰府市文化ふれあい館実習室ＩA　　■定員　１０人

■主催　・ＮＰＯ法人太宰府障害者団体協議会　・太宰府市市民生活部環境課

■申込方法　電話（環境課 ごみ減量推進係 ☎内線361・362） 

＜受け取り箱を太宰府市役所に設置します＞

■日時　10月24日㈪～28日㈮

■場所　太宰府市役所１階

■こんな食品をお持ちください　（例）パスタ、米、レトルト食品など

　未使用・未開封のもの、賞味期限が１カ月以上残っているもの

■受付できない食品　開封されているもの、冷凍・冷蔵商品など

■コンポストセット　 ・ 基材　 ・ ダンボール　 ・ 布カバー

■販売場所　太宰府市役所売店

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人太宰府障害者団体協議会
　　　　　　　　　（とびうめアリーナ横）

■価格　850 円　

　　　　　　※基材とダンボールのセットは 500 円

▲ダンボールコンポストに取り組む水城ヶ丘の中川さん（写真右）と植村さん（左）
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　期間中、受け取り箱を太宰府市役所に設置し、集まった
食品はふくおか筑紫フードバンクに寄付します。

　フードドライブで集まった食品などはエフコープ太宰府
支所に持ち込まれ、 子ども食堂などの登録団体へ仕分け
られます。

　仕分け作業は、 毎月１回行われています。令和３年度は
福岡県全体で、472 トンの食品などが集まりました。

　ボランティア団体の人たちの協力により仕分けを行い
食品などを必要とする家庭へ提供されています。

　近所に暮らす２人は 20 年前にダンボールコンポストを始めました。始めてからは週２日出すもえ

るごみから生ごみがなくなり、カラスによる被害もなくなったそうです。

　上手に発酵させるコツは、毎日よく混ぜることと油を入れること。お茶の葉を加えることで虫の発

生を抑制する対策にもなります。こうしてダンボールコンポストで作られた栄養たっぷりのたい肥を

もとに作物を育てています。今年も立派な夏野菜が収穫できました。
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